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京阪電気鉄道株式会社（本社：大阪市中央区、社長：上田成之助）では、毎年２月２３日に京

都の醍醐寺で行われる「五大力尊仁王会(ごだいりきそんにんのうえ)」の「餅上げ力奉納」で知

られる重さ１５０ｋｇの大鏡餅を、平成２２年２月１２日（金）から １９日（金）の間、京橋駅

構内に展示します。なお、展示初日には醍醐寺の僧侶による入魂式を実施します。 

当社では、この大鏡餅展示を昭和５２年から昭和６２年まで続けていましたが、現在当社が進

めている「沿線の魅力、再発見」の取り組みの一環として、今回２３年ぶりに復活させました。

同イベントを通じて、「五大力尊仁王会」のＰＲを行い、沿線行事を盛り上げていきます。 

 概要は別紙のとおりです 

 

【五大力尊仁王会とは】 

「五大力尊仁王会」は「五大力さん」の名で親しまれ、不動明王など五大明王(ごだいみょうおう)の力を授かり、

国の平和、国民の幸福などを願う行事で、１１００年以上の歴史を持っています。「餅上げ力奉納」では、女性用・

約９０ｋｇ、男性用・約１５０ｋｇの巨大な鏡餅をどれだけ長く持っていられるかを競うとともに、その力を五

大明王に奉納し、無病息災や身体堅固を祈ります。 
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京橋駅構内に醍醐寺「五大力尊仁王会」で知られる 

“１５０ｋｇの大鏡餅”を２３年ぶりに展示します 

～展示初日の２月１２日（金）には醍醐寺僧侶による「入魂式」を実施～ 

▲昭和５３年の大鏡餅展示の様子 

 



（別紙） 

 

≪大鏡餅展示の概要≫ 

【日   時】 平成２２年２月１２日（金）～１９日（金） 

       ※入魂式は２月１２日（金）午後１時～午後１時１５分 

       ※最終日の展示は午前１１時まで 

 

【場   所】 京阪電車 京橋駅構内 （中央改札口・ホテル京阪京橋前） 

 

【内   容】 「五大力尊仁王会」の「餅上げ力奉納」で知られる大鏡餅を京阪電車 京橋駅構内

のブースで展示します。また展示日初日には、醍醐寺の僧侶らによる入魂式を行

います。 

       ＜大鏡餅の概要＞ 

         ・重 量：約１５０ｋｇ 

         ・下の餅：直径 約８０ｃｍ 

         ・上の餅：直径 約５０ｃｍ 

 

以 上 


